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１. 事業の概要 原生的自然は少ないが、里山的自然が多く残る射水市において生物多様性・生態系の理念を

啓発し、地域在来の動植物・希少動植物・絶滅危惧種の保存を図るとともに過疎化の進行によ

る里山衰退を防ぎ地域の活性化を図る。 

本来射水丘陵に生息していたホクリクサンショウウオ（環境省レッドデータリストⅠ類B)

等の保存を図る。 

２.事業の目的・実施方法 

など 

 

(1)事業の目的 

地球規模で進行する生物多様性・生態系の破壊に対応するために、2010 年に名古屋市で開催

された第10回生物多様性条約締約国会議(COP10)において日本から提案されたSATOYAMAイニ

シアティブが採択された。 射水市入会地内の耕作放棄された農地や山林を活用し、減少しつ

つある希少動植物や地域在来動植物の保全を図り生物多様性豊かな里山ビオトープを形成す

る。 

●山中の耕作休止された棚田（隠田）を活用し両生類等が自然産卵できる里山ビオトープ池

を造成する。 

(2)実施方法 

Ａ.侵入竹や外来植物などに覆われ荒廃した山林において侵入竹を伐採し、地域在来種の広

葉樹を植林し、植物相豊かな森林を造成する。 

 Ｂ.カエルやサンショウウオ・イモリ等の両生類やトンボ・ホタル等の水中に産卵する昆虫

類等の産卵池を確保するために山間地に年中水を湛える池や水路を造成し、地域在来生物

の保存を図る。 

 Ｃ.里山の魅力・生物多様性の理念を発信するために自然観察会や自然環境セミナーなどを

行い、子どもからシニア世代までの幅広い環境教育を行う。  

 



                                                                                     

 



                                                                                     

 



                                                                                     

 



                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                                     

 

 

 


